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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第113期
第１四半期
連結累計期間

第114期
第１四半期
連結累計期間

第113期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 266,999 301,411 1,067,526

経常利益 (百万円) 5,767 12,953 34,240

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,579 7,925 13,862

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △8,364 19,176 48,267

純資産額 (百万円) 330,508 400,349 384,243

総資産額 (百万円) 917,439 1,057,445 1,026,933

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 7.54 23.18 40.55

自己資本比率 (％) 34.08 35.86 35.41

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に、重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても、異動はありません。

　

　

EDINET提出書類

株式会社ジェイテクト(E01602)

四半期報告書

 2/18



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について、次の内容を追加いたしました。な

お、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において判断したものであります。

　
当社は、平成25年７月12日(カナダ時間)、過去の自動車用ホイールハブユニットベアリングの取引に関

し、カナダ競争法に違反したとして、同国検察当局と司法取引契約を締結し、その後の裁判手続において、罰

金５百万カナダドルの支払いが確定いたしました。

当社及び当社の米国子会社に対しては、米国及びカナダにおいて集団訴訟が提起されておりますが、今

後、同種の訴訟を提起される可能性があります。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、欧州での景気低迷が続く一方で、米国経済は緩やか

な回復基調にありました。日本経済においては、円高是正が進んだことから、輸出企業を中心に業績の

回復が見られました。

このような状況の中で、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は3,014億11百万円と前

第１四半期連結累計期間に比べて344億11百万円(12.9％)の増収となりました。営業利益につきまして

は、増収及び円安の効果により、104億１百万円と前第１四半期連結累計期間に比べて24億47百万円

(30.8％)の増益となりました。経常利益につきましては、為替差益の計上等により、129億53百万円と前

第１四半期連結累計期間に比べて71億86百万円(124.6％)の増益となりました。また、四半期純利益に

つきましては、79億25百万円と前第１四半期連結累計期間に比べて53億45百万円(207.3％)の増益とな

りました。

　
なお、セグメントの業績は次のとおりであります。

「機械器具部品」におきましては、ステアリングの販売が大幅に増加し、売上高は2,681億67百万円

と前第１四半期連結累計期間に比べて355億32百万円(15.3％)の増収となり、営業利益は98億71百万円

と前第１四半期連結累計期間に比べて47億44百万円(92.6％)の増益となりました。

「工作機械」におきましては、日本での販売低迷等により、売上高は332億43百万円と前第１四半期

連結累計期間に比べて11億20百万円(3.3％)の減収となり、営業利益は７億３百万円と前第１四半期連

結累計期間に比べて21億５百万円(75.0％)の減益となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は有形固定資産の増加等により、１兆574億45百万円と

前連結会計年度末に比べて305億12百万円の増加となりました。

負債につきましては、有利子負債の増加等により、6,570億95百万円と前連結会計年度末に比べて144

億５百万円の増加となりました。

また純資産につきましては、四半期純利益の計上及び為替換算調整勘定の増加等により、4,003億49

百万円と前連結会計年度末に比べて161億６百万円の増加となりました。

　
(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費は、96億８百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,200,000,000

計 1,200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 342,186,307342,186,307

東京証券取引所
(市場第一部)
名古屋証券取引所
(市場第一部)

単元株式数　100株

計 342,186,307342,186,307― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 342,186 ― 45,591 ― 108,225

　

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ジェイテクト(E01602)

四半期報告書

 5/18



　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載を

しております。

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

254,100
(相互保有株式)
普通株式

76,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

341,520,600
3,415,206 ―

単元未満株式
普通株式

335,607
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 342,186,307― ―

総株主の議決権 ― 3,415,206 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,600株(議決権16個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式79株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ジェイテクト

大阪市中央区南船場
３－５－８

254,100 ― 254,100 0.07

(相互保有株式)
三井精機工業株式会社

埼玉県比企郡川島町八幡
６－13

76,000 ― 76,000 0.02

計 ― 330,100 ― 330,100 0.10

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位　百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 56,104 59,344

受取手形及び売掛金 ＊１
 223,484

＊１
 227,070

有価証券 40,533 39,033

たな卸資産 163,955 170,362

その他 55,646 58,426

貸倒引当金 △842 △974

流動資産合計 538,881 553,263

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 160,378 172,538

その他（純額） 225,065 223,561

有形固定資産合計 385,443 396,099

無形固定資産 8,520 8,836

投資その他の資産 ＊２
 94,087

＊２
 99,246

固定資産合計 488,051 504,181

資産合計 1,026,933 1,057,445

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ＊１
 206,426

＊１
 208,099

短期借入金 85,561 84,947

1年内返済予定の長期借入金 41,749 38,790

未払法人税等 4,473 7,346

役員賞与引当金 458 166

製品保証引当金 6,717 5,539

その他 89,066 93,607

流動負債合計 434,452 438,497

固定負債

社債 40,000 40,000

長期借入金 97,847 107,395

退職給付引当金 59,468 60,683

役員退職慰労引当金 1,553 1,196

環境対策引当金 693 687

負ののれん 524 439

その他 8,150 8,196

固定負債合計 208,237 218,598

負債合計 642,690 657,095
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（単位　百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 45,591 45,591

資本剰余金 108,237 108,237

利益剰余金 209,194 214,279

自己株式 △385 △386

株主資本合計 362,637 367,721

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,650 21,352

為替換算調整勘定 △15,604 △9,913

その他の包括利益累計額合計 1,046 11,438

少数株主持分 20,558 21,189

純資産合計 384,243 400,349

負債純資産合計 1,026,933 1,057,445
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位　百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 266,999 301,411

売上原価 232,174 260,913

売上総利益 34,825 40,497

販売費及び一般管理費 26,870 30,096

営業利益 7,954 10,401

営業外収益

受取利息 177 183

受取配当金 481 499

持分法による投資利益 156 183

為替差益 － 2,652

その他 1,093 1,927

営業外収益合計 1,908 5,446

営業外費用

支払利息 759 827

為替差損 1,509 －

独禁法対応費用 1,132 625

その他 694 1,441

営業外費用合計 4,095 2,894

経常利益 5,767 12,953

特別利益

固定資産売却益 51 16

負ののれん発生益 78 －

有価証券売却益 742 －

特別利益合計 873 16

特別損失

固定資産除却損 260 105

減損損失 18 297

反ダンピング税過年度精算額 249 267

独禁法違反に係る罰金 － 469

その他 194 82

特別損失合計 722 1,223

税金等調整前四半期純利益 5,918 11,747

法人税等 2,837 3,358

少数株主損益調整前四半期純利益 3,081 8,388

少数株主利益 502 463

四半期純利益 2,579 7,925
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位　百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,081 8,388

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,389 4,718

為替換算調整勘定 △9,254 5,568

持分法適用会社に対する持分相当額 197 500

その他の包括利益合計 △11,446 10,787

四半期包括利益 △8,364 19,176

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △8,484 18,317

少数株主に係る四半期包括利益 119 859
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　(1) 連結の範囲の重要な変更

(a) KOYO MACHINERY KOREA CO.,LTD.(韓国)、KOYO MIDDLE EAST FZCO(アラブ首長国連邦)の２社につい

ては、重要性が増したため、当第１四半期連結会計期間から連結の範囲に含めております。

(b) ㈱明和製作所については、当第１四半期連結会計期間中に、同じく連結子会社である明和商工㈱に吸

収合併されております。

　(2) 連結子会社の事業年度に関する事項の変更

　連結子会社のうち、決算日が12月31日であった力光産業㈱ほか３社は、当第１四半期連結会計期間にお

いて連結決算日へ決算日の変更を行っております。

　この変更に伴う平成25年１月１日から平成25年３月31日までの３ヶ月間の損益については、利益剰余金

で調整しております。

　(3) 持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

　
(会計方針の変更等)

　該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　該当事項はありません。

　
(追加情報)

　該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の満期手形が当第１四半期連結

会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 1,510百万円 1,336百万円

支払手形 1,386百万円 1,170百万円

設備関係支払手形 1,326百万円 293百万円

　

※２  投資その他の資産に含まれる引当金は次のとおりであります。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

貸倒引当金 △473百万円 △443百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額並びに負ののれんの償却額は、次のとおりであります。　

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

減価償却費 10,203百万円 12,513百万円

のれんの償却額 38百万円 14百万円

負ののれんの償却額 173百万円 99百万円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１ 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 3,077 ９ 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１ 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 3,077 ９ 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 (単位　百万円)

　
報告セグメント

合計
機械器具部品 工作機械

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高 232,635 34,364 266,999

セグメント間の内部売上高又は振替高 278 4,558 4,837

計 232,913 38,923 271,836

セグメント利益 5,126 2,808 7,935

　

２ 報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

　 (単位　百万円)

利益 金額

報告セグメント計 7,935

セグメント間取引消去 19

四半期連結損益計算書の営業利益 7,954

　

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成 25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 (単位　百万円)

　
報告セグメント

合計
機械器具部品 工作機械

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高 268,167 33,243 301,411

セグメント間の内部売上高又は振替高 105 4,421 4,526

計 268,272 37,664 305,937

セグメント利益 9,871 703 10,574

　

２ 報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

　 (単位　百万円)

利益 金額

報告セグメント計 10,574

セグメント間取引消去 △172

四半期連結損益計算書の営業利益 10,401

　

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ７円54銭 23円18銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 2,579 7,925

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,579 7,925

    普通株式の期中平均株式数(千株) 341,896 341,893

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

当社及び当社の一部の子会社は、現在、ベアリングの取引に関して、各国競争法違反の疑いがあるとして

ＥＵ・米国等海外の競争当局の調査を受けております。また、本件に関連し、米国及びカナダにおいて、当社

及び当社の米国子会社に対して損害賠償を求める集団訴訟が提起されております。

今後、海外の競争当局による調査並びに米国及びカナダにおける集団訴訟の結果等により、罰金等による

損失が発生する可能性がありますが、現時点でその金額を合理的に見積もることは困難であり、経営成績及

び財政状況への影響の有無は明らかではありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月７日

株　式　会　社　ジ　ェ　イ　テ　ク　ト

取　締　役　会　御　中

　

京　都　監　査　法　人
　

指定社員
業務執行社員

　公認会計士 松    永    幸    廣印

　 　　 　 　

指定社員
業務執行社員

　公認会計士 梶    田    明    裕印

　 　　 　 　
指定社員
業務執行社員

　公認会計士 齋    藤    勝    彦印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ジェイテクトの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェイテクト及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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